


































































































































































り，平成 26 年 4 月 1 日現在，1,724 件が国史跡
として指定されている 14）。
表1　史跡の指定件数
類　型 件　数 類　型 件　数
貝塚・古墳等 674（14） 交通施設その他経済・生産活動に関する遺跡 184（ 2 ）
都城跡等 381（19） 墳墓・碑等  77（ 3 ）
社寺跡等 285（14） 旧宅・園池等  82（ 6 ）
学校その他教育・学術・文化に関する遺跡  27（ 3 ） 外国及び外国人に関する遺跡 8
医療施設・その他経済・生産に関する遺跡 6 合計 1,724（61）
























































































































































































































































































































































































































































16） 『文化財保護法第125条第 1 項』
17） 『文化財保護法第125条第 7 項』
18） 『埋蔵文化財の保存と活用（報告）─地域づくり・
人づくりをめざす埋蔵文化財行政─』2007年，埋
蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査
研究委員会，4 ページ。
19） 前掲注18）
20） 『海会寺のあゆみ』2008年，泉南市教育委員会，2
ページ。
21） 『戎畑遺跡発掘調査報告書　土地区画整理事業に
伴う95－1 区の調査』2005年，泉南市教育委員会，
6 ページ。
22） 観光庁HP「ニューツーリズムの振興」
 http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/
sangyou/index.html（2015.11.10アクセス）
23） 前掲注22）
24） 方法論の構築以外にも，開発行為による発掘調査
の件数が多く，膨大な量の調査データが年々蓄積
されていくという埋蔵文化財行政のサイクルの中
で，「観光資源」という観点で抽出されることがな
いということもあろう。「文化財担当職員における
観光・地域づくりの素養の必要性」や「文化財担
当セクションと観光担当セクションの緊密な連携
体制の確立」なども重要であると考えられる。
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